　　 群馬県南牧村　
楠恭子さんの訴えに不当な判決
前橋地裁　保健師の業務への復帰を認めず
　群馬県甘楽郡南牧村保健師の楠恭子さんが村当局の転任処分（保健師の仕事から一般事務に転任）を取り消すように求めた訴えについて、前橋地裁は2007年11月９日、訴えを棄却しました。

　地裁の判決理由は、「本件処分は、原告（楠恭子さん）を異動させる行政上の必要性に基づいてなされたものであるところ、それが（富岡甘楽）歯科医師会の不当な人事介入に基づく嫌がらせの一環として行われたものとは認められず、また、本件処分の行政上の必要の程度からすれば、原告の被る専門性を生かせない不利益を考慮しても、本件処分を行った被告（村当局）の判断がその裁量を逸脱又は濫用したものであるとは認められない」というものです。（括弧内及び強調下線付加）　裁判所というものが、権力（力の強い者）の側にあることを示した不当判決です。
下線強調部分の事実は以下のごとくです。
　楠さんへの転任処分の発端は、前村長への2001年８月27日付の富岡甘楽歯科医師会「歯科保健に対する楠主任保健婦の姿勢について」の書面で原告を名指しで批判し、「南牧村の歯科保健事業に協力できない」と通知し、11月には「原告を配置転換するよう」にと処分を求めてきたことにあります。
理由は、フッ素洗口事業に非協力的であるとの一点にあるのです。
前村長は、歯科医師会による人事介入に対して、楠さんの配置転換を行わず冷静に対処してきました。しかし、2002年６月村長が代わり、直属の社会課長が交代してから、歯科医師会が再び楠さんの処遇に介入しました。課長がこれに応じて楠さんへの圧力を強め、嫌がらせ（自主退職の強要など）を執拗に行ってきたのです。
これらの事実は明々白々なのです。しかし裁判官は村当局の言い分のみを採用し「原告は、本来、南牧村職員である保健師として、中心となって、歯科医師会と円滑な関係を結び、歯科医師会の協力を得て、同事業（フッ素によるむし歯予防事業）を推進することが期待されていたのであり、しかるに、原告は、全くその役割を果たさないばかりか、歯科医師会の協力を得ることを困難にしたのであり、その責任は重大というべきである」と断罪すらしています。（括弧内付加）
何のことはない。フッ素推進歯科医師会（と村当局）の言いなりにならなかったから、転任処分は正当であると判決したのです。

　富岡甘楽歯科医師会の萩原吉則副会長は、フッ素信奉団体である日Ｆ会議の常務理事です。彼は、2000年に甘楽町で水道水フッ素化を画策し、2006年には下仁田町で同町の医師等をも巻き込み、フッ素化推進提言を出す役割を果たした人物です。ただ両町とも住民の反対でフッ素化に失敗しました。
（注）「　」内は判決文からの引用。文責：南雲明男
